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氏　　　名 �異　動　先 � �け所用謀 

析　垣　栄　幸 �保健衛生讃保健予防係長 �企l両神外諸渉外係長 

花　城　牒　志 �建設絃清潔　主事補 �企画渉外誹1 ��●拝補 

稲　機　強　志 �企　画　渉　外　謹　上　事 �管　押　諸 ��三　車 

松　隻　手　光 �t算重t算係畏（昇任） �税　一招．課 ��ミ　事 

徳　里　赦一郎 �保健衛生課主幹（昇任） �保健街生け　係長 

花　城　　l■ �郁市計画讃下水道係長 �†削廷衡竺Iミ誹円　係長 

滞　河　恩美子 �嘉　手　納小学主事 �保健循巨t謀l三朝 

石　川　　　凛 �管：．摺．‘課　l三　事 �仙榔肝1ミ誹餞礪推作目 

比　＃　忠　海 �保　健　衛生　凛：拍　手 �保鮮酢1㍍鋸馴熟僅作目 

■　▲　　　椿 �都市計画沸上事嬬 �建設純消謀　に・1ト浦 

古　謝　政　則 �企画渉外課渉外係長 �郡市詔画謹下水道係長 

比　嘉　事　史 �t　算　重　主　事 �郡　市計L申l．農　にミi 

上　地　網　代 �保　健　衛生　課　主　事 �粛JF納小・■声　に・li 

前　川　広　充 �譲　合　事務　局　主　事 �給食用川侶恥凋作目 

松　生　手　数 �企　画卜渉外　凛　主　事 �議　会　事　務JJ圭 ���i 
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稚　作　教　室 �ナ「11汀1（ ～1 �110 30 � �　帥 ンクー ��町　　民 
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4月1日現在の人口

世滞二致 �う「　－r �女　　′・ �1＋ 

束　l � �732 �1．355 �1、3rJl �2．65Ii 

L　l � �419 �729 �768 �1．497 

申　l � �388 �▼【盲55 �6禦 �1．299 

．1「l‾ � �633 �979 �1，08き �2．064 

l優i　l � �555 �803 �855 �1，658 

l呵　l � �592 �！帽7 �1．027 �1．994 

西汀＝ � �う52 �1．512 �1．482 �2，994 

小　．汁 ��1・竺L �7．00（） �ヱ二1些 �14，162 

●6月1日オープン．′

図霊室・美術民俗資料室
●野胃穐管之像建立す
●農業用施設完成
●百匹のこいのぼり　大空をおよぐ
●沖縄県対米請求権事業
●通園通学バス運行
●平成2年度社会教育課事業予定表
●国民年金だより
●健診結果のみかた　その（4）

標　語：みんなで広げよう　ボランティアの輸
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午
前
十
正
二
全
何
∵
要
り
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ス
タ
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ト
）

コ
　
ー
　
ス
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A
コ
ー
ス
へ
局
良
城
跡
コ
ー
ス
）

．
）
B
コ
ー
ス
｛
野
国
総
管
コ
ー
ス
）

申
し
込
み

平
成
二
年
正
目
卜
八
日
　
T
∫
川
‥
0

0
ま
で
に
教
育
委
〓
会
へ
一

ら
か
の
コ
ー
ス
で
申
し
込
′
化
で
下
さ

い）
ゆ
か
い
な
一
日
　
あ
な
た
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
／

中
央
公
民
館
・
図
霊
室
よ
り

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と

絵
本
を
贈
る

T
E
L
　
二
ハ

内
線
一
一
．
L

嘉
手
納
小
学
校
と
屋
良
小
学
校
の
新

一
年
生
一
九
三
名
へ

ー
町
交
通
安
全
推
進
協
譲
会
－

レ
朋
、
屋
良
小
学
校
校
長
室
で
の
贈

呈
式
、
金
城
明
副
会
長
、
柴
引
清
吉

一
校
長
、
高
嶺
政
勒
事
務
局
長
と
児
i
。

八
、
∵
．
七
九
）

（
申
し
込
み
の
際
は
A
・
B
、
ど
ら

同
協
議
会
へ
人
ム
長
・
吉
浜
朝
永
町
長
）

は
、
抑
人
‥
‥
．
い
児
童
の
事
故
を
防
ノ
、
、
こ
と

を
目
的
に
交
通
安
七
運
動
の
一
環
と
し

て
実
施
し
今
咋
で
止
回
目
と
な
る
。

○
新
石
川
書

・
沖
縄
美
術
全
借
金
丘
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別
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・
沖
縄
年
鑑
へ
人
名
録
・
企
業
録
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典
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典
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の
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の

・
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ま
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い
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？

ら
い
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な
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が
り
や
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八
の
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か
け
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こ
の
絵
本
は
楽
し
い
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え
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ノ
．
、
れ
ま
し
た
。
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あ
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物
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と
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り
し
・
∴
皇
H
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て
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ひ
さ
ま
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と
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追
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か
け
て
み

ま
し
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う
っ
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，
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な
夢
を
㌧
え
で
′
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ま
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蘭　書
労作　　女性

605　1，264　受診音数　188　　　367

52　　　20と；異常番数　216　　18

〔総コレステロール異常者状況〕・（S63年度生検より）

群別 �食　品　群 �食　　　　品　　　　名 

1 群 �肉・魚・卯 大豆 大豆製ぷ】 �蓋望；貰‡ろ；鵠二二‾シ　蓼命 

2 群 �牛孔 孔製．仏 小魚・蔽・耳 �芸若手…皇軍芋蕊　　昌笠 

3 群 �緑黄色野菜 �≡蓬……‾苧…言竿ン　　凸♂ 

4 群 �その他の 野菜 果実類 �至芸会？≡皇…言霊り　一環 

5 群 �叔　類 いも頬 �…霊誓：嵩：‡頗　　く蓼Ⅶ 

6 群 �油　脂　規 �二言完了二三告ごま油　　密∋包 

六
月
一
日
オ
ー
プ
ン
′
・

知
的
文
化
の
殿
堂
に
′
・
図
書
室
二
階
）
・
美
術
・
民
俗
資
料
室
（
二
階
）

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
よ
る
中
央
公
民
館
改
造

」
遥
　
中
央
公
民
館
が
装
い
も
新
た
に
上
月
盲
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ヽ禁

1

一
鴨
は
図
書
室
、
学
習
室
、
乳
童
女
か
一
体
と
な
っ
た
オ
ー
プ

ン
式
図
書
室
で
す
。
さ
ら
に
、
郷
土
貸
料
コ
ー
ナ
ー
や
倒
電
コ
ー

ナ
ー
も
新
設
さ
れ
て
、
菅
料
船
尾
な
ど
に
も
幅
広
く
清
岡
い
た
だ

け
ま
す
。

ロ
ビ
ー
に
は
、
8
判
読
、
本
土
新
聞
、
勃
誌
な
ど
が
葺
か
れ
、
白

骨
的
な
新
し
い
情
報
も
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
憎
は
美
術
・
民
俗
替
割
安
で
す
。
新
設
さ
れ
た
成
合
展
示
室

に
は
、
綾
南
、
書
道
、
エ
婁
鳥
、
生
け
鹿
等
の
個
人
、
団
体
、
サ
ー

ク
ル
、
町
内
外
の
書
名
な
す
の
創
作
活
動
を
令
泉
す
る
鳩
と
し
て
、

ま
た
美
術
工
裳
を
饉
骨
す
る
埠
と
し
て
法
網
さ
れ
ま
す
。
替
料
空

に
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
　
「
生
活
の
工
夫
」
「
麓
し
の
知
恵
」
と
し

て
あ
み
だ
し
た
キ
ク
く
り
の
生
冶
・
生
産
岡
見
　
（
民
具
）
　
を
展
示

し
ま
す
。
こ
こ
に
展
示
さ
れ
た
奇
手
な
文
化
遺
産
は
、
郷
土
学
習

や
研
究
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

懐
○
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
っ
て
何
？

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
肪
の
一
機
で
、

細
胞
を
つ
く
る
成
分
と
し
て
、
ま
た
ホ

ル
モ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
D
な
ど
の
原
料
と

し
て
、
か
ら
だ
の
中
で
大
切
な
役
割
を

果
し
て
い
ま
す
。

○
高
く
て
も
、
低
く
て
も
い
け
な
い

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

※
粥
性
の
場
合
は
、
4
0
才
以
し
、
3
9
才
以

卜
で
も
8
・
5
％
の
異
常
老
で
あ
る
が
、
女

性
の
瑚
合
は
、
調
才
以
下
は
粥
性
よ
り

も
む
し
ろ
低
く
4
・
9
％
で
あ
る
が
、
4
0
才

以
上
に
な
る
と
6
・
4
％
と
高
く
な
っ
て
い

る。

は、
∴
　
食
生
清
の
み
な
お
し

・
助
物
性
脂
肪
が
多
く
な
ら
を
い
よ

ー
ブ
二
′

動
物
性
脂
肪
と
植
物
性
脂
肪
の
摂

椒
比
は
、
一
対
一
を
超
え
を
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▼

・
砂
帖
の
取
り
す
ぎ
は
動
派
硬
化
を

促
す
小
作
脂
肪
を
ふ
や
す
原
因
己

な
る
の
で
ひ
か
え
め
に
し
ま
し
ょ

ーつ0

健
診
結
果
の
み
か
た

シ
リ
ー
ズ
そ
の
㈱

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

高
い
と
言
わ
れ
た
ら

く
な
り
す
ぎ
る
と
勅
派
硬
化
を
起
こ
し

て
心
筋
硬
径
の
原
岡
に
な
り
ま
す
。

逆
に
少
な
す
ぎ
る
と
、
肝
蔵
や
脳
、

血
管
な
ど
の
栄
養
状
態
が
悪
く
な
り
、

脳
卒
中
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
止
常
低

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

ー
皆
～
N
u
O
　
ヨ
¢
＼
d
～

H
D
L
　
（
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

誠
～
苦
■
　
扁
＼
d
屯

・
コ
ー
ン
油
、
サ
フ
ラ
ワ
ー
油
等
の

柄
物
油
は
通
過
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

・
偏
食
を
せ
で
、
毎
日
六
つ
の
基
礎

食
‖
州
を
組
み
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
　
　
2

よ

く

と

る

こ

と

が

砦

で

す

ロ

　

康

一
、
毎
日
の
適
度
の
運
動
は
昔
玉
を
増

加
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

二
、
梢
神
的
ス
ト
レ
ス
は
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
h
‖
…
め
ま
す
。

凹
、
肥
満
や
喫
煙
は
悪
玉
を
増
加
さ
せ
、

善
玉
を
低
下
さ
せ
ま
す
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
血
液
中
で
多
　
○
善
玉
を
ふ
や
し
、
悪
玉
を
へ
ら
す
に
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国民年金沖縄特別措置の

手続きがまだのあなた！
早目に届け出て、計画的な保険料支
払で高い年金を受けましょう。
保険料支払期限　平成4年3月31日

≪該当者≫
1，昭和36年4月から昭和45年3月まで沖縄に

住んだ期間がある者。
2，大正15年4月2日から昭和25年4月1日ま

でに生まれた者。
（ただし、他の年金の加入期間や、復帰特別措置で免

除とみなされた期間は除かれます。また、老齢年金

や退職年金を受給している人も除かれます。）

－10－
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余
裕
が
で
き
た
ら
追
納
を

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
と
そ
の
期
間
の
年
額
は
、
保
険
料
を
納
め

た
場
合
の
三
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す
（
減
額
）
。

そ
こ
で
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
あ
と
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た

と
き
に
は
、
十
年
以
内
の
期
間
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
将
来
よ
り
多
く
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

追
納
し
ま
し
ょ
う
。

※
町
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
で
、
免
除
申
請
受
付
中
〃
‥

な
お
免
除
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

電
話
　
六
－
二
　
二
　
内
線
二
三
三

図
書
室
の
開
館

及
び

利
用
時
間
に
つ
い
て

●
開
館
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
火
曜
日～

　
　
午
前
九
時
～
午
後
八
時

金
曜
日

・
土
曜
日
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

，
日
曜
日
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

●
休
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
毎
週
月
曜
日

・
祝
祭
日

・
年
末
年
始

・
な
お
、
必
要
に
応
じ
、
臨
時
に
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
貸
出
し

●
一
人
三
冊
ま
で
二
週
間
以
内

・
館
内
で
の
図
書
や
資
料
の
利
用
に

つ
い
て
の
手
続
き
は
不
用
。
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宗貰蒜蒜芸

平成2年5月1日

平成2年度社会教育課事業予定表
広報かでな

月 �社会教育 ��社会体育 ��公　民　館 ��関連事業 

5 � �文化協会発足準備会 �20 �第7阿全回一・庁 　ウォークラリー大会 �fl水 �ペン習字教室（21～ち5） � �音少協総会 
婦人リーダー研修 �rl水食 �町内職域バレーボール大会 親子宥永教室（23－㌔） �火金 �三味線教室（15－‰） ��人材育成会総会 

6 �3 �童謡コンサート �用水金 火金 �親子水泳数重 しクリェーション指薄着講習会 　（26－‰） �月水 火食 �ペン習字教室 三味線教室 �17 �育少協普楽鑑井倉 

7 �15 �作教習映画と．溝前会 �火金 2229 �レクリエーーション粕淵楕円全 町民体力づくり 　ソフトボール大会 �月水 火金 �ペン習字教室 －三味線教案 � �育少協子供 リーダー研修会 
円水食 〃 �ミニパトミントン敗軍（25～当5） ミニサ・′カー教室（30～海口） �木 �高齢者学級（5－㌔） �� 

8 � � �Il本金 〃 〃 26 �ミニパトミントン教室 ミニサソカー教案 �火 �中国語浦托（7～1年3） � �人材交流大山町 
水泳指牒‾郎講習会（6～7） グランドゴルフ大会 �木 �高齢者学椒 ��最上町受入 

9 �89 �行年リーダー行成研修 　（海のつどい） �月水食 �硬式テニス教案（5一一26） �火 本 土 �中国語講座 高齢者学級 親子読書教室（29－1㌔） � � 

10 � � �1ゥ 10 日水食 �軽スポーツ講門合 体再テスト・少年スポーツ大会 射人体推敷革は4－1㌧4） �火 火金 金 土 �中国語捕蛙 成人学級（2－りち） ワ与の料理教案（5～1㌔） 親子読書教室 � �文　化　展 

11 �3 �県芸術祭（古典芸能） �H水全 〃 �如人体捕教室 �火 火食 �中岡誘講座 成人草鞭 � �育少協親子 
（11） ���親・‾rレクリェーション救室 　　　（19－彗2） �全 土 �リ与の料理教室 親子託吾教室 ��ハレーホール大会 

12 �16 �アントニオ古窄 �円水食 �測丁・レクり＿L一シコン教案 �水 �絵画教室 � �人材交流 コンサート ���土 �湖十．読書教室 ��大山町・肺上町派退 

平成3年 1 �27 （声主） �和泉稚子．㈲前会 �6 月水食 �作力づくりトリムマラソン大会 バトミントン教案rH～㌔） �水 �絵画教室 � �沖縄船町 トリムマラソン大会 

2 � �官庭教子f学級 （J圭良校区） �F恒 �′り・ミントン教室 �水 �絵画教室 � � 

3 �3 �社会教習研究大会 � � � � � � 

琉
球
三
大
恩
人

野
団
塊
管
之
像
建
立
す

嘉
手
納
町
商
工
会
創
立
十
五
周
年
記
念
事
業

野
国
綾
香
之
像
除
幕
式
が
三
円
二
十

二
日
午
後
、
町
商
工
会
駐
車
嶋
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
商
工
会
は
、
創
立
十
塩
周
年
記
念

事
業
と
し
て
琉
球
三
大
恩
人
で
あ
る
野

悶
絶
管
之
像
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
郷
土
の
先
達
の
偉
業
を
た
ず
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
白
信
と
希
望
を
持
ち
人

生
を
聞
挿
し
て
い
′
㌔
さ
ら
に
は
、
町

の
活
性
化
に
連
動
さ
せ
よ
う
と
い
う
晰

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

除
幕
式
は
、
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
野
悶
絶
密
之
傍
の
除
宙
が
富

里
書
信
商
工
会
長
、
吉
浜
鯛
永
町
長
、

岩
井
義
信
議
長
、
津
詔
山
正
弘
野
国
郷

友
会
々
長
の
閃
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。式

終
了
後
の
祝
賀
会
は
、
野
国
の
伝

統
芸
能
、
古
平
万
歳
や
余
興
が
披
露
さ

れ
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

琉
球
三
大
恩
人

野
園
　
絶
管

西
暦
一
六
〇
五
年
、
今
か
ら
三
八
四

年
的
、
当
時
、
進
黄
船
の
弔
孜
長
を
し

て
い
た
野
国
の
人
、
野
悶
紐
管
は
琉
球

の
食
料
危
機
を
救
う
た
め
中
国
福
建
省

よ
り
廿
誹
の
鉢
植
え
を
持
ち
帰
り
、
二

わ
を
野
岡
村
で
栽
増
し
た
ァ
後
に
儀
問

貢
常
が
栽
培
法
を
習
い
琉
球
巾
に
広
め

た
と
い
わ
れ
る
▲
U

当
時
の
琉
球
は
作
物
の
不
作
で
．
搬

庶
民
は
飢
餓
線
卜
に
吊
か
れ
、
餓
死
者

を
出
す
こ
と
も
度
々
あ
り
た
が
、
甘
藷

の
普
及
に
よ
っ
て
こ
れ
が
拉
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
糟
符
は
、
仲
平

大
王
と
し
て
購
わ
れ
琉
球
の
一
．
．
大
恩
人

の
一
人
と
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た。
廿
誹
は
、
一
六
一
五
年
英
国
人
ウ
ィ

リ
ア
ム
∴
／
ダ
ム
ス
に
よ
っ
て
耶
郡
か

ら
長
崎
に
伝
わ
り
、
そ
の
後
日
本
各
地

に
広
ま
る
よ
う
に
な
り
、
享
保
の
大
飢

饉
を
は
じ
め
放
ん
、
の
飢
饉
に
降
し
、
多

′
＼
の
八
人
印
を
飢
え
か
ら
救
う
托
重
な
食

糧
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
紙
幣
の
成
し
遁
け
た
功

錨
は
、
沖
縄
の
み
な
ら
ず
口
本
国
罠
の

人
叫
を
拉
う
大
偉
業
で
あ
る
。

野
悶
絶
管
之
像
除
莱
式
・
祝
賀
会
で

は
、
纏
管
の
仕
業
を
汚
碓
㍊
し
、
カ
ン

ダ
バ
ー
ジ
ュ
ー
シ
ー
も
全
H
に
配
ら
れ

ま
し
た
。
式
に
出
席
さ
れ
た
宰
お
手
的
二
八
の

∵
花
の
此
謀
治
十
二
8
2
才
）
さ
ん
は
、

後
口
除
儀
式
の
感
動
を
琉
歌
に
し
て
寄

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

・
一
一
つ
L
L
・
ツ

過
ぎ
し
何
百
年
ぬ

組
管
像
拝
で

t
一
L
■
・
．
7

亜
‖
焙
り
勤
み

代
性
に
残
て

′
十
　
　
巧
∠

手
土
擢
ぬ
芋
ゆ

広
ノ
＼
ひ
る
ぎ
ゃ
い

カ
∴
す
∴
－

芋
菓
シ
ュ
ー
シ
ー

味
ぬ
か
ば
さ



平成2年5円1日・〃・…………………・………………………・…・川・……広報かでな

通園通学バス運行
西浜区の幼稚園児・小学校低学年を対象
朝7：30　7：50　8：川　の運行

防災体制のさらなる充実を／
消防ポンプ車と救急車が新車に

広報かでな………………〝…・……∫・……・……∫………仰………・平成2年5月1日

農業用施設（養豚酪農）完成す
嘉手納町妻豚酪農組合

久得地にそびえたつ久得配水池

直径16m　高さ20m　4019トン

西
浜
区
地
域
二
常
の
幼
稚
間
児
及
び

小
学
低
学
年
の
登
園
登
校
時
の
交
通
安

全
と
利
便
を
阿
る
た
め
に
、
通
園
通
学

バ
ス
の
運
行
が
四
月
十
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
の
事

菜
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
。

子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
よ
く
　
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

バ
ス
に
乗
車
し
て
い
く
。
バ
ス
の
中
で

は
、
日
干
く
も
子
ど
も
た
ち
が
こ
と
ば
を

交
わ
し
楽
し
そ
う
。
こ
の
通
園
通
学
バ

ス
は
、
ナ
ビ
も
た
ち
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
域
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
に
付
添
っ
て
き
た
お
母
さ

ん
た
ち
の
井
戸
端
会
議
な
ら
ぬ
情
報
交

換
の
や
り
と
り
が
み
ら
れ
る
。
地
域
の

連
帯
感
も
生
ま
れ
て
、
地
域
の
意
識
づ

く
り
に
も
一
役
円
い
そ
う
だ
。

社
会
教
育
課
平
成
二
年
度
事
業

今
年
度
の
柱
と
な
る
事
業
と
一
年
間
の
事
業
予
定
を
表
に
し
ま
し
た
。

見
や
す
い
と
こ
ろ
へ
貼
っ
て
御
活
用
下
さ
い
。

●
社
会
教
育

文
化
協
会
発
足
の
準
備
を
進
め
、
青

少
年
協
議
会
の
充
実
、
育
少
年
団
等
の

育
成
を
図
り
子
供
達
の
健
全
育
成
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
習
等
供
用
施
設

を
建
設
し
、
地
域
住
民
の
括
動
す
る
場
、

社
会
教
育
治
動
の
拠
点
に
し
て
い
く
。

●
中
央
公
民
館

講
座
、
学
耕
、
講
演
、
作
品
展
示
会
、

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

、

サ

ー

ク

ル

、

グ

ル
ー
プ
泊
動
等
、
社
会
教
育
及
び
生
涯

教
育
の
拠
点
と
し
て
町
民
か
ら
親
し
ま

れ
る
中
央
公
民
館
の
運
営
充
実
を
図
り

ま
す
。

●
社
会
体
育

だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
で
き

る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
り
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
、
体
力
保
持
を
め
ざ
し

た
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

※
町
教
育
委
員
会

†
六
－
一
二
一

（
内
線
三
七
八
・
三
七
九
）

℡
六
－
四
二
四
二
　
（
公
民
館
）

宇
久
得
の
小
高
い
丘
に
建
設
さ
れ
た
肇
豚
酪
農
施
設

久
得
配
水
池

四
月
下
旬
か
ら
給
水

”
安
定
給
水
の
確
保
〟

水
道
事
業
の
使
命
に
こ
た
え
る

総
車
業
理
」
一
億
八
十
七
一
九
万
三
二

二
〇
円
へ
国
俳
柄
肋
一
億
．
十
四
六
〇

け
日
、
町
n
損
八
六
七
万
円
、
生
塵
者

的
机
・
八
千
L
〇
六
万
円
）
で
久
得
地
内

に
、
昭
和
六
卜
三
年
九
月
か
ら
工
事
に

パ
リ
r
し
た
仙
最
装
用
施
設
へ
長
路
鮎
農
）
が

平
成
二
年
二
日
三
十
一
日
完
成
し
ま
し

た。

久
得
の
小
h
日
日
い
丘
に
建
設
さ
れ
た
養

豚
酪
農
施
設
は
、
日
当
り
や
風
通
し
も

よ
く
最
適
な
環
境
に
恵
ま
れ
、
設
備
も

近
代
的
で
今
後
農
家
の
生
産
性
、
経
営

の
充
実
向
上
が
早
く
も
期
待
さ
れ
て
い

ます。

〝
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
と
社

会
を
求
め
て
″

環
境
衛
生
週
間
六
月
四
日
て
十
日

区
民
▲
芹
清
掃
日
は

六
月
十
日
　
へ
日
）
　
で
す

各
世
帯
か
ら
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

お
手
納
町
で
は
、
昨
年
は
一
千
九
百

人
の
方
が
参
加
し
十
．
二
ト
ン
の
コ
ミ
や

空
お
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
環
鳩
を
わ
た
し
た
ち
の
手
で

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
′

町
役
場
保
健
衛
生
課

町
常

社
会
福
祉
活
動
資
金
造
成

第
四
回
芸
能
の
つ
ど
い

主
催
　
嘉
手
納
町
社
会
福
祉
協
議
会

時
代
に
マ
ソ
ナ
し
た
き
め
糾
か
な
福

祉
清
を
展
聞
し
て
い
く
た
め
、
そ
の
清

動
矯
金
造
り
を
目
的
に
、
町
内
在
住
す

る
芸
能
に
関
係
す
る
方
々
、
関
係
機
岡

川
体
の
協
力
を
得
て
芸
能
の
つ
ど
が
閲

催
さ
れ
ま
す
U

日
時
　
止
H
二
卜
七
日
　
（
‖
）

崖
の
部
　
午
後
二
時

夜
の
部
　
午
後
六
時
二
一
卜
分

場
所
　
嘉
手
納
町
民
会
館

入
場
料
　
大
人
一
〇
〇
〇
円

小
人
　
　
五
〇
〇
円
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百匹のこいのぼり　大空をおよぐ

子どもたちの健やかな成長を願い
町社会婿祉協議会－

－　6　－

広報かでな・・……■…・・・・■■…………■・・・・・・・・■…………■……・半域∴＝ト3日111

▲　水蓋児童公園　遊具設備

▲　屋良城跡公園　スツール取替

▲　蒙久海浜公瓜　ヘルスビート投備

」一二二一◆一一■l

児
童
週
間
に
ち
な
み
、
子
ど
も
た
ち

が
大
空
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
泳
ぐ
こ
い

の
ぼ
り
の
よ
う
に
、
明
る
く
た
く
ま
し

く
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
四
月
二
十
一
日

午
前
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
百
匹
の

こ
い
の
ぼ
り
が
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
。

掲
揚
式
は
、
保
育
園
児
の
秋
に
あ
わ

せ
て
メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
四
メ
ー
ト
ル
の

こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
、
三
百
個
の
風
船

が
大
空
に
舞
い
ま
し
た
。

百
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
町
民
か
ら

提
供
さ
れ
た
も
の
。
奥
間
信
一
社
協
会

長
は
「
町
民
の
着
意
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
町
内
の
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
百
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
を
大
空
へ
お
よ

が
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
種
の

行
事
を
ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
　
と
感
謝
の
意
を
表
わ
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
れ
が
初

め
て
の
企
画
で
す
が
来
年
は
二
百
匹
を

お
よ
か
せ
て
み
た
い
と
意
欲
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

○
町
民
か
ら
提
供
さ
れ
た
こ
い
の
ぼ
り

百
匹

○
福
地
工
業
所
（
福
地
勉
）

掲
揚
ポ
ー
ル
3
0
本

○
オ
カ
ノ
奉
中
部
営
業
所

ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

〇
番
此
謝
川
電
機

高
所
作
業
車

嘉
手
納
町
消
防
本
部

耐
久
訓
練
で
粥
k
m
を
行
軍

災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
町
消
防
本
部
の
耐
久
訓
練
が
四
月
十

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
時
間
の
風
水
害
、
火
災

等
に
対
し
耐
え
得
る
強
い
柏
神
力
と
強

靭
な
体
力
の
練
成
、
さ
ら
に
は
職
員
の

団
結
力
、
協
調
心
、
親
和
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今

年
で
五
回
目
と
な
る
。

行
軍
は
、
消
防
本
部
を
出
発
、
読
谷

村
、
恩
納
村
、
石
川
市
、
具
志
川
市
、

沖
縄
市
を
経
て
諸
手
納
町
に
帰
る
3
6
k
m

の
コ
ー
ス
で
、
5
b
ご
と
に
5
分
間
の

小
休
止
、
昼
食
を
除
い
て
は
隊
列
を
乱

さ
ず
に
行
軍
す
る
と
い
う
厳
し
い
訓
練
。

出
発
に
際
し
山
口
消
防
長
は
「
プ
ロ

と
は
、
何
よ
り
も
そ
の
仕
事
が
好
き
で

あ
る
。
し
か
し
、
好
き
な
る
が
故
に
苦

し
み
も
倍
加
す
る
。
プ
ロ
は
苦
し
み
を

乗
り
越
え
て
向
上
し
続
け
る
こ
と
に
生

き
甲
斐
を
感
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」

と
前
置
し
「
皆
さ
ん
は
消
防
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
日
夜
町
民
の
生
命

と
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
、
救
急
実
務

も
一
人
で
も
多
く
の
生
命
を
救
助
す
る

た
め
、
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
、
迅
速
に
且
つ
的
確
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
鍛
え
て
い
か
ね
ば

守
り
な
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

行
軍
隊
は
、
午
前
九
時
に
町
消
防
本

部
を
出
発
、
午
後
七
時
に
全
員
が
本
部

に
着
き
所
期
の
目
的
を
達
成
し
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
な
い
消
防
職
R
は
、

全
て
警
防
要
員
と
し
て
勤
務
し
、
体
制

に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業

（
平
成
元
年
度
）

一
　
厘
良
城
顔
公
園

ヘ
ル
ス
ビ
ー
ト

一
　
町
道
1
8
号
改
良
舗
装
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子どもたちの健やかな成長を願い
町社会婿祉協議会－

－　6　－

広報かでな・・……■…・・・・■■…………■・・・・・・・・■…………■……・半域∴＝ト3日111

▲　水蓋児童公園　遊具設備

▲　屋良城跡公園　スツール取替

▲　蒙久海浜公瓜　ヘルスビート投備

」一二二一◆一一■l

児
童
週
間
に
ち
な
み
、
子
ど
も
た
ち

が
大
空
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
泳
ぐ
こ
い

の
ぼ
り
の
よ
う
に
、
明
る
く
た
く
ま
し

く
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
四
月
二
十
一
日

午
前
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
百
匹
の

こ
い
の
ぼ
り
が
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
。

掲
揚
式
は
、
保
育
園
児
の
秋
に
あ
わ

せ
て
メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
四
メ
ー
ト
ル
の

こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
、
三
百
個
の
風
船

が
大
空
に
舞
い
ま
し
た
。

百
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
町
民
か
ら

提
供
さ
れ
た
も
の
。
奥
間
信
一
社
協
会

長
は
「
町
民
の
着
意
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
町
内
の
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
百
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
を
大
空
へ
お
よ

が
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
種
の

行
事
を
ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
　
と
感
謝
の
意
を
表
わ
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
れ
が
初

め
て
の
企
画
で
す
が
来
年
は
二
百
匹
を

お
よ
か
せ
て
み
た
い
と
意
欲
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

○
町
民
か
ら
提
供
さ
れ
た
こ
い
の
ぼ
り

百
匹

○
福
地
工
業
所
（
福
地
勉
）

掲
揚
ポ
ー
ル
3
0
本

○
オ
カ
ノ
奉
中
部
営
業
所

ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

〇
番
此
謝
川
電
機

高
所
作
業
車

嘉
手
納
町
消
防
本
部

耐
久
訓
練
で
粥
k
m
を
行
軍

災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
町
消
防
本
部
の
耐
久
訓
練
が
四
月
十

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
時
間
の
風
水
害
、
火
災

等
に
対
し
耐
え
得
る
強
い
柏
神
力
と
強

靭
な
体
力
の
練
成
、
さ
ら
に
は
職
員
の

団
結
力
、
協
調
心
、
親
和
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今

年
で
五
回
目
と
な
る
。

行
軍
は
、
消
防
本
部
を
出
発
、
読
谷

村
、
恩
納
村
、
石
川
市
、
具
志
川
市
、

沖
縄
市
を
経
て
諸
手
納
町
に
帰
る
3
6
k
m

の
コ
ー
ス
で
、
5
b
ご
と
に
5
分
間
の

小
休
止
、
昼
食
を
除
い
て
は
隊
列
を
乱

さ
ず
に
行
軍
す
る
と
い
う
厳
し
い
訓
練
。

出
発
に
際
し
山
口
消
防
長
は
「
プ
ロ

と
は
、
何
よ
り
も
そ
の
仕
事
が
好
き
で

あ
る
。
し
か
し
、
好
き
な
る
が
故
に
苦

し
み
も
倍
加
す
る
。
プ
ロ
は
苦
し
み
を

乗
り
越
え
て
向
上
し
続
け
る
こ
と
に
生

き
甲
斐
を
感
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」

と
前
置
し
「
皆
さ
ん
は
消
防
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
日
夜
町
民
の
生
命

と
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
、
救
急
実
務

も
一
人
で
も
多
く
の
生
命
を
救
助
す
る

た
め
、
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
、
迅
速
に
且
つ
的
確
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
鍛
え
て
い
か
ね
ば

守
り
な
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

行
軍
隊
は
、
午
前
九
時
に
町
消
防
本

部
を
出
発
、
午
後
七
時
に
全
員
が
本
部

に
着
き
所
期
の
目
的
を
達
成
し
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
な
い
消
防
職
R
は
、

全
て
警
防
要
員
と
し
て
勤
務
し
、
体
制

に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業

（
平
成
元
年
度
）

一
　
厘
良
城
顔
公
園

ヘ
ル
ス
ビ
ー
ト

一
　
町
道
1
8
号
改
良
舗
装



平成2年5円1日・〃・…………………・………………………・…・川・……広報かでな

通園通学バス運行
西浜区の幼稚園児・小学校低学年を対象
朝7：30　7：50　8：川　の運行

防災体制のさらなる充実を／
消防ポンプ車と救急車が新車に

広報かでな………………〝…・……∫・……・……∫………仰………・平成2年5月1日

農業用施設（養豚酪農）完成す
嘉手納町妻豚酪農組合

久得地にそびえたつ久得配水池

直径16m　高さ20m　4019トン

西
浜
区
地
域
二
常
の
幼
稚
間
児
及
び

小
学
低
学
年
の
登
園
登
校
時
の
交
通
安

全
と
利
便
を
阿
る
た
め
に
、
通
園
通
学

バ
ス
の
運
行
が
四
月
十
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
の
事

菜
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
。

子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
よ
く
　
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

バ
ス
に
乗
車
し
て
い
く
。
バ
ス
の
中
で

は
、
日
干
く
も
子
ど
も
た
ち
が
こ
と
ば
を

交
わ
し
楽
し
そ
う
。
こ
の
通
園
通
学
バ

ス
は
、
ナ
ビ
も
た
ち
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
域
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
に
付
添
っ
て
き
た
お
母
さ

ん
た
ち
の
井
戸
端
会
議
な
ら
ぬ
情
報
交

換
の
や
り
と
り
が
み
ら
れ
る
。
地
域
の

連
帯
感
も
生
ま
れ
て
、
地
域
の
意
識
づ

く
り
に
も
一
役
円
い
そ
う
だ
。

社
会
教
育
課
平
成
二
年
度
事
業

今
年
度
の
柱
と
な
る
事
業
と
一
年
間
の
事
業
予
定
を
表
に
し
ま
し
た
。

見
や
す
い
と
こ
ろ
へ
貼
っ
て
御
活
用
下
さ
い
。

●
社
会
教
育

文
化
協
会
発
足
の
準
備
を
進
め
、
青

少
年
協
議
会
の
充
実
、
育
少
年
団
等
の

育
成
を
図
り
子
供
達
の
健
全
育
成
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
習
等
供
用
施
設

を
建
設
し
、
地
域
住
民
の
括
動
す
る
場
、

社
会
教
育
治
動
の
拠
点
に
し
て
い
く
。

●
中
央
公
民
館

講
座
、
学
耕
、
講
演
、
作
品
展
示
会
、

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

、

サ

ー

ク

ル

、

グ

ル
ー
プ
泊
動
等
、
社
会
教
育
及
び
生
涯

教
育
の
拠
点
と
し
て
町
民
か
ら
親
し
ま

れ
る
中
央
公
民
館
の
運
営
充
実
を
図
り

ま
す
。

●
社
会
体
育

だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
で
き

る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
り
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
、
体
力
保
持
を
め
ざ
し

た
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

※
町
教
育
委
員
会

†
六
－
一
二
一

（
内
線
三
七
八
・
三
七
九
）

℡
六
－
四
二
四
二
　
（
公
民
館
）

宇
久
得
の
小
高
い
丘
に
建
設
さ
れ
た
肇
豚
酪
農
施
設

久
得
配
水
池

四
月
下
旬
か
ら
給
水

”
安
定
給
水
の
確
保
〟

水
道
事
業
の
使
命
に
こ
た
え
る

総
車
業
理
」
一
億
八
十
七
一
九
万
三
二

二
〇
円
へ
国
俳
柄
肋
一
億
．
十
四
六
〇

け
日
、
町
n
損
八
六
七
万
円
、
生
塵
者

的
机
・
八
千
L
〇
六
万
円
）
で
久
得
地
内

に
、
昭
和
六
卜
三
年
九
月
か
ら
工
事
に

パ
リ
r
し
た
仙
最
装
用
施
設
へ
長
路
鮎
農
）
が

平
成
二
年
二
日
三
十
一
日
完
成
し
ま
し

た。

久
得
の
小
h
日
日
い
丘
に
建
設
さ
れ
た
養

豚
酪
農
施
設
は
、
日
当
り
や
風
通
し
も

よ
く
最
適
な
環
境
に
恵
ま
れ
、
設
備
も

近
代
的
で
今
後
農
家
の
生
産
性
、
経
営

の
充
実
向
上
が
早
く
も
期
待
さ
れ
て
い

ます。

〝
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
と
社

会
を
求
め
て
″

環
境
衛
生
週
間
六
月
四
日
て
十
日

区
民
▲
芹
清
掃
日
は

六
月
十
日
　
へ
日
）
　
で
す

各
世
帯
か
ら
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

お
手
納
町
で
は
、
昨
年
は
一
千
九
百

人
の
方
が
参
加
し
十
．
二
ト
ン
の
コ
ミ
や

空
お
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
環
鳩
を
わ
た
し
た
ち
の
手
で

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
′

町
役
場
保
健
衛
生
課

町
常

社
会
福
祉
活
動
資
金
造
成

第
四
回
芸
能
の
つ
ど
い

主
催
　
嘉
手
納
町
社
会
福
祉
協
議
会

時
代
に
マ
ソ
ナ
し
た
き
め
糾
か
な
福

祉
清
を
展
聞
し
て
い
く
た
め
、
そ
の
清

動
矯
金
造
り
を
目
的
に
、
町
内
在
住
す

る
芸
能
に
関
係
す
る
方
々
、
関
係
機
岡

川
体
の
協
力
を
得
て
芸
能
の
つ
ど
が
閲

催
さ
れ
ま
す
U

日
時
　
止
H
二
卜
七
日
　
（
‖
）

崖
の
部
　
午
後
二
時

夜
の
部
　
午
後
六
時
二
一
卜
分

場
所
　
嘉
手
納
町
民
会
館

入
場
料
　
大
人
一
〇
〇
〇
円

小
人
　
　
五
〇
〇
円



平成2年5月1日，〟〝〃〃〃〃〟〃・……一・・……・…・…・………′…仰・………広報かでな

宗貰蒜蒜芸

平成2年5月1日

平成2年度社会教育課事業予定表
広報かでな

月 �社会教育 ��社会体育 ��公　民　館 ��関連事業 

5 � �文化協会発足準備会 �20 �第7阿全回一・庁 　ウォークラリー大会 �fl水 �ペン習字教室（21～ち5） � �音少協総会 
婦人リーダー研修 �rl水食 �町内職域バレーボール大会 親子宥永教室（23－㌔） �火金 �三味線教室（15－‰） ��人材育成会総会 

6 �3 �童謡コンサート �用水金 火金 �親子水泳数重 しクリェーション指薄着講習会 　（26－‰） �月水 火食 �ペン習字教室 三味線教室 �17 �育少協普楽鑑井倉 

7 �15 �作教習映画と．溝前会 �火金 2229 �レクリエーーション粕淵楕円全 町民体力づくり 　ソフトボール大会 �月水 火金 �ペン習字教室 －三味線教案 � �育少協子供 リーダー研修会 
円水食 〃 �ミニパトミントン敗軍（25～当5） ミニサ・′カー教室（30～海口） �木 �高齢者学級（5－㌔） �� 

8 � � �Il本金 〃 〃 26 �ミニパトミントン教室 ミニサソカー教案 �火 �中国語浦托（7～1年3） � �人材交流大山町 
水泳指牒‾郎講習会（6～7） グランドゴルフ大会 �木 �高齢者学椒 ��最上町受入 

9 �89 �行年リーダー行成研修 　（海のつどい） �月水食 �硬式テニス教案（5一一26） �火 本 土 �中国語講座 高齢者学級 親子読書教室（29－1㌔） � � 

10 � � �1ゥ 10 日水食 �軽スポーツ講門合 体再テスト・少年スポーツ大会 射人体推敷革は4－1㌧4） �火 火金 金 土 �中国語捕蛙 成人学級（2－りち） ワ与の料理教案（5～1㌔） 親子読書教室 � �文　化　展 

11 �3 �県芸術祭（古典芸能） �H水全 〃 �如人体捕教室 �火 火食 �中岡誘講座 成人草鞭 � �育少協親子 
（11） ���親・‾rレクリェーション救室 　　　（19－彗2） �全 土 �リ与の料理教室 親子託吾教室 ��ハレーホール大会 

12 �16 �アントニオ古窄 �円水食 �測丁・レクり＿L一シコン教案 �水 �絵画教室 � �人材交流 コンサート ���土 �湖十．読書教室 ��大山町・肺上町派退 

平成3年 1 �27 （声主） �和泉稚子．㈲前会 �6 月水食 �作力づくりトリムマラソン大会 バトミントン教案rH～㌔） �水 �絵画教室 � �沖縄船町 トリムマラソン大会 

2 � �官庭教子f学級 （J圭良校区） �F恒 �′り・ミントン教室 �水 �絵画教室 � � 

3 �3 �社会教習研究大会 � � � � � � 

琉
球
三
大
恩
人

野
団
塊
管
之
像
建
立
す

嘉
手
納
町
商
工
会
創
立
十
五
周
年
記
念
事
業

野
国
綾
香
之
像
除
幕
式
が
三
円
二
十

二
日
午
後
、
町
商
工
会
駐
車
嶋
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
商
工
会
は
、
創
立
十
塩
周
年
記
念

事
業
と
し
て
琉
球
三
大
恩
人
で
あ
る
野

悶
絶
管
之
像
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
郷
土
の
先
達
の
偉
業
を
た
ず
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
白
信
と
希
望
を
持
ち
人

生
を
聞
挿
し
て
い
′
㌔
さ
ら
に
は
、
町

の
活
性
化
に
連
動
さ
せ
よ
う
と
い
う
晰

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

除
幕
式
は
、
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
野
悶
絶
密
之
傍
の
除
宙
が
富

里
書
信
商
工
会
長
、
吉
浜
鯛
永
町
長
、

岩
井
義
信
議
長
、
津
詔
山
正
弘
野
国
郷

友
会
々
長
の
閃
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。式

終
了
後
の
祝
賀
会
は
、
野
国
の
伝

統
芸
能
、
古
平
万
歳
や
余
興
が
披
露
さ

れ
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

琉
球
三
大
恩
人

野
園
　
絶
管

西
暦
一
六
〇
五
年
、
今
か
ら
三
八
四

年
的
、
当
時
、
進
黄
船
の
弔
孜
長
を
し

て
い
た
野
国
の
人
、
野
悶
紐
管
は
琉
球

の
食
料
危
機
を
救
う
た
め
中
国
福
建
省

よ
り
廿
誹
の
鉢
植
え
を
持
ち
帰
り
、
二

わ
を
野
岡
村
で
栽
増
し
た
ァ
後
に
儀
問

貢
常
が
栽
培
法
を
習
い
琉
球
巾
に
広
め

た
と
い
わ
れ
る
▲
U

当
時
の
琉
球
は
作
物
の
不
作
で
．
搬

庶
民
は
飢
餓
線
卜
に
吊
か
れ
、
餓
死
者

を
出
す
こ
と
も
度
々
あ
り
た
が
、
甘
藷

の
普
及
に
よ
っ
て
こ
れ
が
拉
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
糟
符
は
、
仲
平

大
王
と
し
て
購
わ
れ
琉
球
の
一
．
．
大
恩
人

の
一
人
と
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た。
廿
誹
は
、
一
六
一
五
年
英
国
人
ウ
ィ

リ
ア
ム
∴
／
ダ
ム
ス
に
よ
っ
て
耶
郡
か

ら
長
崎
に
伝
わ
り
、
そ
の
後
日
本
各
地

に
広
ま
る
よ
う
に
な
り
、
享
保
の
大
飢

饉
を
は
じ
め
放
ん
、
の
飢
饉
に
降
し
、
多

′
＼
の
八
人
印
を
飢
え
か
ら
救
う
托
重
な
食

糧
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
紙
幣
の
成
し
遁
け
た
功

錨
は
、
沖
縄
の
み
な
ら
ず
口
本
国
罠
の

人
叫
を
拉
う
大
偉
業
で
あ
る
。

野
悶
絶
管
之
像
除
莱
式
・
祝
賀
会
で

は
、
纏
管
の
仕
業
を
汚
碓
㍊
し
、
カ
ン

ダ
バ
ー
ジ
ュ
ー
シ
ー
も
全
H
に
配
ら
れ

ま
し
た
。
式
に
出
席
さ
れ
た
宰
お
手
的
二
八
の

∵
花
の
此
謀
治
十
二
8
2
才
）
さ
ん
は
、

後
口
除
儀
式
の
感
動
を
琉
歌
に
し
て
寄

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

・
一
一
つ
L
L
・
ツ

過
ぎ
し
何
百
年
ぬ

組
管
像
拝
で

t
一
L
■
・
．
7

亜
‖
焙
り
勤
み

代
性
に
残
て

′
十
　
　
巧
∠

手
土
擢
ぬ
芋
ゆ

広
ノ
＼
ひ
る
ぎ
ゃ
い

カ
∴
す
∴
－

芋
菓
シ
ュ
ー
シ
ー

味
ぬ
か
ば
さ



平成2年5月1日…〝〟……〝〝〝州・…〝〝……〟・……〟…〟”〟〝…・…広報かでな

国民年金沖縄特別措置の

手続きがまだのあなた！
早目に届け出て、計画的な保険料支
払で高い年金を受けましょう。
保険料支払期限　平成4年3月31日

≪該当者≫
1，昭和36年4月から昭和45年3月まで沖縄に

住んだ期間がある者。
2，大正15年4月2日から昭和25年4月1日ま

でに生まれた者。
（ただし、他の年金の加入期間や、復帰特別措置で免

除とみなされた期間は除かれます。また、老齢年金

や退職年金を受給している人も除かれます。）

－10－

広報かでな・……・………………………・…・…〝…………・………・平成2年5月1日
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余
裕
が
で
き
た
ら
追
納
を

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
と
そ
の
期
間
の
年
額
は
、
保
険
料
を
納
め

た
場
合
の
三
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す
（
減
額
）
。

そ
こ
で
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
あ
と
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た

と
き
に
は
、
十
年
以
内
の
期
間
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
将
来
よ
り
多
く
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

追
納
し
ま
し
ょ
う
。

※
町
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
で
、
免
除
申
請
受
付
中
〃
‥

な
お
免
除
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

電
話
　
六
－
二
　
二
　
内
線
二
三
三

図
書
室
の
開
館

及
び

利
用
時
間
に
つ
い
て

●
開
館
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
火
曜
日～

　
　
午
前
九
時
～
午
後
八
時

金
曜
日

・
土
曜
日
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

，
日
曜
日
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

●
休
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
毎
週
月
曜
日

・
祝
祭
日

・
年
末
年
始

・
な
お
、
必
要
に
応
じ
、
臨
時
に
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
貸
出
し

●
一
人
三
冊
ま
で
二
週
間
以
内

・
館
内
で
の
図
書
や
資
料
の
利
用
に

つ
い
て
の
手
続
き
は
不
用
。



平成2年5円1日…・……………・…・…………………・……・…・…・…一…広報かでな広報かでな、…∫・∫…〝………・〟………………………………・平成2年5月1日

蘭　書
労作　　女性

605　1，264　受診音数　188　　　367

52　　　20と；異常番数　216　　18

〔総コレステロール異常者状況〕・（S63年度生検より）

群別 �食　品　群 �食　　　　品　　　　名 

1 群 �肉・魚・卯 大豆 大豆製ぷ】 �蓋望；貰‡ろ；鵠二二‾シ　蓼命 

2 群 �牛孔 孔製．仏 小魚・蔽・耳 �芸若手…皇軍芋蕊　　昌笠 

3 群 �緑黄色野菜 �≡蓬……‾苧…言竿ン　　凸♂ 

4 群 �その他の 野菜 果実類 �至芸会？≡皇…言霊り　一環 

5 群 �叔　類 いも頬 �…霊誓：嵩：‡頗　　く蓼Ⅶ 

6 群 �油　脂　規 �二言完了二三告ごま油　　密∋包 

六
月
一
日
オ
ー
プ
ン
′
・

知
的
文
化
の
殿
堂
に
′
・
図
書
室
二
階
）
・
美
術
・
民
俗
資
料
室
（
二
階
）

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
よ
る
中
央
公
民
館
改
造

」
遥
　
中
央
公
民
館
が
装
い
も
新
た
に
上
月
盲
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ヽ禁

1

一
鴨
は
図
書
室
、
学
習
室
、
乳
童
女
か
一
体
と
な
っ
た
オ
ー
プ

ン
式
図
書
室
で
す
。
さ
ら
に
、
郷
土
貸
料
コ
ー
ナ
ー
や
倒
電
コ
ー

ナ
ー
も
新
設
さ
れ
て
、
菅
料
船
尾
な
ど
に
も
幅
広
く
清
岡
い
た
だ

け
ま
す
。

ロ
ビ
ー
に
は
、
8
判
読
、
本
土
新
聞
、
勃
誌
な
ど
が
葺
か
れ
、
白

骨
的
な
新
し
い
情
報
も
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
憎
は
美
術
・
民
俗
替
割
安
で
す
。
新
設
さ
れ
た
成
合
展
示
室

に
は
、
綾
南
、
書
道
、
エ
婁
鳥
、
生
け
鹿
等
の
個
人
、
団
体
、
サ
ー

ク
ル
、
町
内
外
の
書
名
な
す
の
創
作
活
動
を
令
泉
す
る
鳩
と
し
て
、

ま
た
美
術
工
裳
を
饉
骨
す
る
埠
と
し
て
法
網
さ
れ
ま
す
。
替
料
空

に
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
　
「
生
活
の
工
夫
」
「
麓
し
の
知
恵
」
と
し

て
あ
み
だ
し
た
キ
ク
く
り
の
生
冶
・
生
産
岡
見
　
（
民
具
）
　
を
展
示

し
ま
す
。
こ
こ
に
展
示
さ
れ
た
奇
手
な
文
化
遺
産
は
、
郷
土
学
習

や
研
究
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

懐
○
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
っ
て
何
？

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
肪
の
一
機
で
、

細
胞
を
つ
く
る
成
分
と
し
て
、
ま
た
ホ

ル
モ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
D
な
ど
の
原
料
と

し
て
、
か
ら
だ
の
中
で
大
切
な
役
割
を

果
し
て
い
ま
す
。

○
高
く
て
も
、
低
く
て
も
い
け
な
い

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

※
粥
性
の
場
合
は
、
4
0
才
以
し
、
3
9
才
以

卜
で
も
8
・
5
％
の
異
常
老
で
あ
る
が
、
女

性
の
瑚
合
は
、
調
才
以
下
は
粥
性
よ
り

も
む
し
ろ
低
く
4
・
9
％
で
あ
る
が
、
4
0
才

以
上
に
な
る
と
6
・
4
％
と
高
く
な
っ
て
い

る。

は、
∴
　
食
生
清
の
み
な
お
し

・
助
物
性
脂
肪
が
多
く
な
ら
を
い
よ

ー
ブ
二
′

動
物
性
脂
肪
と
植
物
性
脂
肪
の
摂

椒
比
は
、
一
対
一
を
超
え
を
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▼

・
砂
帖
の
取
り
す
ぎ
は
動
派
硬
化
を

促
す
小
作
脂
肪
を
ふ
や
す
原
因
己

な
る
の
で
ひ
か
え
め
に
し
ま
し
ょ

ーつ0

健
診
結
果
の
み
か
た

シ
リ
ー
ズ
そ
の
㈱

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

高
い
と
言
わ
れ
た
ら

く
な
り
す
ぎ
る
と
勅
派
硬
化
を
起
こ
し

て
心
筋
硬
径
の
原
岡
に
な
り
ま
す
。

逆
に
少
な
す
ぎ
る
と
、
肝
蔵
や
脳
、

血
管
な
ど
の
栄
養
状
態
が
悪
く
な
り
、

脳
卒
中
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
止
常
低

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

ー
皆
～
N
u
O
　
ヨ
¢
＼
d
～

H
D
L
　
（
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

誠
～
苦
■
　
扁
＼
d
屯

・
コ
ー
ン
油
、
サ
フ
ラ
ワ
ー
油
等
の

柄
物
油
は
通
過
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

・
偏
食
を
せ
で
、
毎
日
六
つ
の
基
礎

食
‖
州
を
組
み
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
　
　
2

よ

く

と

る

こ

と

が

砦

で

す

ロ

　

康

一
、
毎
日
の
適
度
の
運
動
は
昔
玉
を
増

加
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

二
、
梢
神
的
ス
ト
レ
ス
は
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
h
‖
…
め
ま
す
。

凹
、
肥
満
や
喫
煙
は
悪
玉
を
増
加
さ
せ
、

善
玉
を
低
下
さ
せ
ま
す
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
血
液
中
で
多
　
○
善
玉
を
ふ
や
し
、
悪
玉
を
へ
ら
す
に
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氏　　　名 �異　動　先 � �け所用謀 

析　垣　栄　幸 �保健衛生讃保健予防係長 �企l両神外諸渉外係長 

花　城　牒　志 �建設絃清潔　主事補 �企画渉外誹1 ��●拝補 

稲　機　強　志 �企　画　渉　外　謹　上　事 �管　押　諸 ��三　車 

松　隻　手　光 �t算重t算係畏（昇任） �税　一招．課 ��ミ　事 

徳　里　赦一郎 �保健衛生課主幹（昇任） �保健街生け　係長 

花　城　　l■ �郁市計画讃下水道係長 �†削廷衡竺Iミ誹円　係長 

滞　河　恩美子 �嘉　手　納小学主事 �保健循巨t謀l三朝 

石　川　　　凛 �管：．摺．‘課　l三　事 �仙榔肝1ミ誹餞礪推作目 

比　＃　忠　海 �保　健　衛生　凛：拍　手 �保鮮酢1㍍鋸馴熟僅作目 

■　▲　　　椿 �都市計画沸上事嬬 �建設純消謀　に・1ト浦 

古　謝　政　則 �企画渉外課渉外係長 �郡市詔画謹下水道係長 

比　嘉　事　史 �t　算　重　主　事 �郡　市計L申l．農　にミi 

上　地　網　代 �保　健　衛生　課　主　事 �粛JF納小・■声　に・li 

前　川　広　充 �譲　合　事務　局　主　事 �給食用川侶恥凋作目 

松　生　手　数 �企　画卜渉外　凛　主　事 �議　会　事　務JJ圭 ���i 

薯友名　恭　子 �中　央　公民　館主　事 �嘉　　納　幼　教 ���】 

保健集団検診日程表
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4月1日現在の人口

世滞二致 �う「　－r �女　　′・ �1＋ 

束　l � �732 �1．355 �1、3rJl �2．65Ii 

L　l � �419 �729 �768 �1．497 

申　l � �388 �▼【盲55 �6禦 �1．299 

．1「l‾ � �633 �979 �1，08き �2．064 

l優i　l � �555 �803 �855 �1，658 

l呵　l � �592 �！帽7 �1．027 �1．994 

西汀＝ � �う52 �1．512 �1．482 �2，994 

小　．汁 ��1・竺L �7．00（） �ヱ二1些 �14，162 

●6月1日オープン．′

図霊室・美術民俗資料室
●野胃穐管之像建立す
●農業用施設完成
●百匹のこいのぼり　大空をおよぐ
●沖縄県対米請求権事業
●通園通学バス運行
●平成2年度社会教育課事業予定表
●国民年金だより
●健診結果のみかた　その（4）

標　語：みんなで広げよう　ボランティアの輸

職
員
人
事
異
動
・
四
月
一
日
発
令

第
七
回
全
国
一
斉

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

期

　

　

日

平
成
二
年
　
五
月
二
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日
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午
前
十
正
二
全
何
∵
要
り
」
ス
タ
ー
ト
）

コ
　
ー
　
ス

」
）
A
コ
ー
ス
へ
局
良
城
跡
コ
ー
ス
）

．
）
B
コ
ー
ス
｛
野
国
総
管
コ
ー
ス
）

申
し
込
み

平
成
二
年
正
目
卜
八
日
　
T
∫
川
‥
0

0
ま
で
に
教
育
委
〓
会
へ
一

ら
か
の
コ
ー
ス
で
申
し
込
′
化
で
下
さ

い）
ゆ
か
い
な
一
日
　
あ
な
た
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
／

中
央
公
民
館
・
図
霊
室
よ
り

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と

絵
本
を
贈
る

T
E
L
　
二
ハ

内
線
一
一
．
L

嘉
手
納
小
学
校
と
屋
良
小
学
校
の
新

一
年
生
一
九
三
名
へ

ー
町
交
通
安
全
推
進
協
譲
会
－

レ
朋
、
屋
良
小
学
校
校
長
室
で
の
贈

呈
式
、
金
城
明
副
会
長
、
柴
引
清
吉

一
校
長
、
高
嶺
政
勒
事
務
局
長
と
児
i
。

八
、
∵
．
七
九
）

（
申
し
込
み
の
際
は
A
・
B
、
ど
ら

同
協
議
会
へ
人
ム
長
・
吉
浜
朝
永
町
長
）

は
、
抑
人
‥
‥
．
い
児
童
の
事
故
を
防
ノ
、
、
こ
と

を
目
的
に
交
通
安
七
運
動
の
一
環
と
し

て
実
施
し
今
咋
で
止
回
目
と
な
る
。

○
新
石
川
書

・
沖
縄
美
術
全
借
金
丘
巻
別
巻
1

・
沖
縄
年
鑑
へ
人
名
録
・
企
業
録
）

・
太
平
洋
諸
島
巾
村
事
典

・
遊
び
の
大
串
典

・
ン
ユ
ニ
ア
地
理

川
と
生
溝
シ
リ
ー
ズ
1
2
巻

・
十
ど
も
の
健
嬢
に
赤
信
ロ
イ
8
巻

・
図
説
動
物
文
化
串
典

（
海
外
秀
作
絵
本
2
0
冊
）

・
う
さ
ち
ゃ
ん
　
た
い
へ
ん

・
わ
ひ
さ
ま
は
よ
る
と
こ
へ
い
′
1
の

・
こ
ね
こ
　
ね
こ
　
ね
二

・
あ
す
は
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

・
A
B
C
の
や
ま
む
こ
ろ
　
う

ー
ド
ー
ツ
の
わ
ら
べ
う
た
－

※
わ
ひ
さ
ま
ど
こ
へ
い
′
、
の
？

ら
い
さ
な
知
り
た
が
り
や
さ
′
八
の

問
い
か
け
に
、
こ
の
絵
本
は
楽
し
い

答
え
を
ノ
．
、
れ
ま
し
た
。
さ
あ
、
動
物

た
ち
と
い
り
し
・
∴
皇
H
に
の
り
て
、

わ
ひ
さ
ま
の
あ
と
を
追
い
か
け
て
み

ま
し
ト
ト
う
っ
　
〓
山
に
ひ
ろ
か
る
空
想

と
ほ
ほ
え
ま
し
い
イ
ラ
ス
ト
が
，
ト
供

た
ち
に
大
き
な
夢
を
㌧
え
で
′
＼
れ
ま
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